
 

 

別記様式1 
主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書 

開設学部（学科）名〔歯学部口腔健康科学科 〕 

プログラムの名称（和文） 

         

（英文） 

口腔保健学プログラム 

Program of Oral Health Science 

１． 取得できる学位  学士（口腔健康科学） 

２． 概要 

口腔健康科学科では，科学的根拠に基づき，歯学だけではなく医学，工学，看護学などの分野との連

携を図り，口腔健康科学の分野での研究者，教育者及び高度先進的な医療人を育成することを目的とし

て，２つのプログラム（口腔保健学プログラム，口腔工学プログラム）を提供しています。そのうち，

口腔保健学プログラムは高度先進的な口腔保健医療人の育成，歯科衛生士職務分野の研究者，教育者の

育成を行い，また，希望する者には養護教諭一種免許状を取得できるようにして，学校保健で活躍でき

る歯科医療人の育成を図ります。 

３． ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針・プログラムの到達目標） 

 口腔保健学プログラムでは，口腔保健と学校保健の分野で活躍できる以下の人材を養成します。 

・高度先進的な口腔保健医療人。 

・歯科衛生士職務分野の研究者，教育者。 

・養護教諭一種免許を取得し，学校保健で活躍できる歯科医療人。 

そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める単位を修得した者に学士（口

腔健康科学）の学位を授与します。 

（１）歯科衛生士として必要な基礎的教養，基礎歯科医学，臨床歯科医学，歯科衛生士専門科目，隣接医

学について，総合的知識と技能を統合し活用できる。 

（２）患者，スタッフと良好な対人関係を築いて，患者中心のチーム歯科医療が行える。 

（３）将来，口腔保健学の研究者，歯科衛生士の教育あるいは臨床における指導的役割を担うために，最

先端の知識，教育能力，情報収集能力，問題解決能力，研究能力，倫理的思考力，生涯学習能力を

修得し活用できる。 

（４）歯科専門知識を有する養護教諭として，学校保健の場で必要とする知識，技能，態度を修得し活用

できる。 

４． カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 口腔保健学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生が達成できるように，以下の方針の下

に教育課程を編成し，実践します。 

（１）１年次には，他学部学生とともに教養教育を受け，幅広い教養を身につけ，歯科医療人となるため

の知的基盤を養います。また，「教養ゼミ」におけるPBL（Problem Based Learning）により，自己

主導型学習を進めるための基本的な態度・技能・知識を修得します。さらに，専門の基礎知識を修

得し，専門性を深めるための基盤を作ります。 

（２）２～４年次には，専門科目を履修し，専門知識と技能を修得します。この専門科目には，口腔保健
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に関する科目はもちろんですが，生命科学などの基礎科学，歯科及び隣接医学などを含みます。 

（３）３年第３・４タームと４年次に「口腔保健衛生学臨床・臨地実習」を履修し，それまでに修得した

専門知識と技能を臨床現場において実施します



 

 

※別紙３の評価項目と授業科目との関係を参照すること。 

※別紙４のカリキュラムマップを参照すること。 

 

プログラムによる学習の成果 （具体的に身につく知識・技能・態度） 

○知識・理解 

１．人文科学や自然科学などの一般教養に関する知識・理解 

２．外国語と外国文化に関する知識・理解 

３．医の原則に関する知識・理解 

４．歯科医療従事者としての基本的な態度に関する知識・理解 

５．人の全身，歯，口腔の構造と機能に関する知識・理解 

６．疾病の成り立ち及び回復過程の促進に関する知識・理解 

７．歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組みに関する知識・理解 

８．歯科衛生士専門分野（歯科予防処置，歯科診療補助，歯科保健指導）に関する知識・理解 

９．学校保健に関する知識・理解 

 

○能力・技能 

１．歯科医療従事者としてコミュニケーションを行う能力・技態及び態度 

２．情報を取捨選択し，論理的に整理し，発信する能力・技能 

３．歯科衛生士専門分野（歯科予防処置，歯科診療補助，歯科保健指導）を実践するために必要な能力

と基本的技能 

４．口腔保健学に関する問題発見と研究の計画立案・推進・結果分析・結果発表を行う能力と基本的技

能 

５．学校保健に携わるために必要な能力と基本的技能 

 

○総合的な力 

１．歯科医療従事者として活動し，生涯にわたり学習する総合的な力 

２．チーム歯科医療として歯科予防処置，歯科診療補助，歯科保健指導を行う基本としての総合的な力 

３．学校保健活動を行う基本としての総合的な力・技能及び態度 

 

９．卒業論文（卒業研究）(位置づけ，配属方法，時期等) 

卒業論文を課す。 

①位置付け 

教員が行っている最先端の研究に参加，あるいは口腔保健学に関する問題を自分で発見，研究，解決

を行う。それを通じて情報収集能力，問題解決能力，研究能力，論理的思考力の修得を行う。 

②配属方法・時期 

 ３年次後期より配属する。配属方法は別に定めるが，学生の希望を重視する。 

１０．責任体制 

本プログラムの計画・実施は歯学部学部長室会議及び歯学部教授会が行う。評価検討・対処は，歯学

部長が歯学部学部長室会議及び歯学部教授会に諮問し，答申内容を尊重して歯学部長が実行する。 

 



別紙1-1

<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>

2 2 選択必修

2 大学教育入門 2 必　　修

2 教養ゼミ 2 必　　修

2 全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修

2 全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修

4 人文社会科学系科目群から (注1) 選択必修

コミュニケーション基礎Ⅰ 1

コミュニケーション基礎Ⅱ 1

コミュニケーションⅠA 1

コミュニケーションⅠB 1

コミュニケーションⅡA 1

コミュニケーションⅡB 1

4 ベーシック外国語から 選択必修
(注3)

2 情報・データ科学入門 2 必　　修
(注4)

2 情報・データサイエンス科目から 2 選択必修

2 選択必修

医療従事者のための心理学 2 必　　修
(注5)

国際医学連携開発学 2 必　　修

初修生物学　(注6) 2

細胞科学 2

人間理解のための人体解剖学Ⅰ 1

人間理解のための人体解剖学Ⅱ 1

初修化学 2

一般化学 2

38

 
注1：

注2：

注3：ドイツ語，フランス語及び中国語のうちから1言語を選択すること。

注4：「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

注5：

注6：

授　業　科　目　等 単位数 履修区分

2

2

2

必　　修
(注2)

区
分

科目区分

コミュニケーショ
ンⅠ

コミュニケーショ
ンⅡ教

養
教
育
科
目

要修得
単位数

平 和 科 目

大
学
教
育

基
礎
科
目

大 学 教 育 入 門

共
通
科
目

領　　域　　科　　目

外
国
語
科
目

英　語

コミュニケーショ
ン基礎

教 養 ゼ ミ

履修すべき科目がある場合は，歯学部において指定する。なお，指定された科目以外を修得しても卒業に必要な単位に含め
ない。

初修外国語

健 康 ス ポ ー ツ 科 目

基　　盤　　科　　目

4

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により
修得した単位を，卒業に必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による
単位認定制度もある。

「医療従事者のための心理学」の単位を修得できなかった場合は，「心理学概論A」又は「心理学概論B」の履修により修得
した単位を，卒業に必要な単位(2単位)に算入することができる。

2

情報・データサイエンス科目

計

選択必修

情報・データサイエンス科目の選択必修科目のうち2単位を超えて修得した場合は，4単位まで領域科目の人文社会科学系科
目群から履修したものとみなす。

2 選択必修



別紙1-2
<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 解剖学・口腔解剖学 2 2

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 口腔科学基礎 1 1

◎ 歯の形態学実習 1 1

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 生理学・口腔生理学 2 2

◎ 病理学・口腔病理学 2 2

◎ 薬理学・歯科薬理学 2 2

◎ 微生物学・口腔微生物学 2 2

◎ 免疫学 1 1

◎ 基礎オーラルサイエンス実習 1 1

◎ 口腔衛生学 2 2

◎ 衛生学・口腔衛生学実習 1 1

◎ 社会歯科学 1 1

◎ 衛生行政 1 1

◎ 衛生学・公衆衛生学 1 1

◎ 対人コミュニケーション論 1 1

◎ 医療コミュニケーション基礎論 1 1

◎ 臨床心理学 1 1

◎ 社会福祉学 1 1

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 総合医科学 2 2

◎ 基礎栄養生化学 2 2

◎ 栄養指導学演習(食品学を含む。) 1 1

◎ 口腔保健学概論 1 1

◎ 口腔保健学臨床概論 1 1

◎ 臨床歯科学概論 1 1

◎ 発達期系歯科学(歯科矯正学) 2 2

◎ 発達期系歯科学(小児歯科学) 2 2

◎ 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 2

◎ 保存系歯科学(歯内療法学) 1 1

◎ 保存系歯科学(歯周病学) 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅰ 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅱ 1 1

◎ 歯科放射線学 1 1

◎ 障害者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 歯科材料学 1 1

◎ 歯科麻酔学 1 1

◎ 歯科医療管理学示説Ａ 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅰ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅱ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅲ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅳ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健教育学 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅳ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅵ 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

備　　考1 2 3 4

専

門

基

礎

科

目

区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目



別紙1-2
<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 口腔保健管理学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅳ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅵ 1 1

◎ 口腔保健カウンセリング実習 1 1

◎ 学校歯科保健教育論 1 1

◎ リハビリテーション概論 1 1

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 口腔リハビリテーション学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔リハビリテーション学実習Ⅱ 1 1

◎ 看護学Ⅰ 1 1

◎ 看護学ⅡA 1 1

◎ 看護学ⅡB 1 1

看護学Ⅲ 2 2

看護学演習 1 1

基礎看護学臨床実習（養護教諭） 1 1

養護概説 2 2

健康相談 1 1

学校保健演習Ⅰ 1 1

学校保健演習Ⅱ 1 1

小児科学 1 1

精神科学 1 1

精神保健学 1 1

◎ スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 1

歯科臨床教育学 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 口腔保健学臨床・臨地実習 20 5

口腔保健管理学臨床実習 5

◎ 卒業研究 3 1

◎ リサーチスタートアップ 1

◎ 実践専門英語 2 2

114 3 4 22 26 26 16

（注）　◎は必修科目を示す。

口腔保健学プログラム　卒業要件単位数　152単位

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　専門基礎科目  33単位

　大学教育基礎科目  4単位 　専門科目  81単位

　共通科目

領域科目  8単位

外国語科目

　英語  6単位

　初修外国語  4単位

情報・データサイエンス科目  4単位

健康スポーツ科目  2単位

　基盤科目  8単位

教養教育科目小計 38単位 専門教育科目小計 114単位

区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目
最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

備　　考1 2 3 4

合　　　　　　　　計 17

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目

15

5

2

1





口腔保健学プログラム　評価項目と授業科目との関係

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 平和科目 2 必修 3 100 1 100

教養教育科目 大学教育基礎科目 4 必修 1 100 1 100

教養教育科目 外国語科目 10 必修 1,2 100 1 100

教養教育科目 情報・データサイエンス科目 4 必修 1,2 100 1 100

教養教育科目 領域科目 8 必修 1,2 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 必修 1,2 100 1 100

教養教育科目 基盤科目 8 必修 1,2 100 1 100

専門教育科目 解剖学・口腔解剖学 2 必修 1 100 1 100

専門教育科目 歯の形態学 1 必修 3 100 1 100

専門教育科目 口腔科学基礎 1 必修 3 50 1 50 1 100

専門教育科目 歯の形態学実習 1 必修 3 70 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 組織学・口腔組織学 2 必修 3 100 1 100

専門教育科目 生理学・口腔生理学 2 必修 2 100 1 100

専門教育科目 病理学・口腔病理学 2 必修 3 100 1 100

専門教育科目 薬理学・歯科薬理学 2 必修 3 100 1 100

専門教育科目 微生物学・口腔微生物学 2 必修 3 100 1 100

専門教育科目 免疫学 1 必修 3 100 1 100

専門教育科目 基礎オーラルサイエンス実習 1 必修 4 70 1 30 1 100

専門教育科目 口腔衛生学 2 必修 4 100 1 100

専門教育科目 衛生学・口腔衛生学実習 1 必修 4 50 1 50 1 100

専門教育科目 社会歯科学 1 必修 4 50 1 50 1 100

専門教育科目 衛生行政 1 必修 3 100 1 100

専門教育科目 衛生学・公衆衛生学 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 対人コミュニケーション論 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 医療コミュニケーション基礎論 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 臨床心理学 1 必修 5 100 1 100

専門教育科目 社会福祉学 1 必修 6 100 1 100

専門教育科目 医療倫理学 1 必修 3 100 1 100

専門教育科目 総合医科学 2 必修 6 50 1 50 1 100

専門教育科目 基礎栄養生化学 2 必修 3 50 1 50 1 100

専門教育科目 栄養指導学演習(食品学を含む。) 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 口腔保健学概論 1 必修 1 100 1 100

専門教育科目 口腔保健学臨床概論 1 必修 2 100 1 100

専門教育科目 臨床歯科学概論 1 必修 2 100 1 100

専門教育科目 発達期系歯科学(歯科矯正学) 2 必修 5 100 1 100

専門教育科目 発達期系歯科学(小児歯科学) 2 必修 5 100 1 100

専門教育科目 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 必修 5 100 1 100

専門教育科目 保存系歯科学(歯内療法学) 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 保存系歯科学(歯周病学) 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 外科系歯科学Ⅰ 1 必修 5 100 1 100

専門教育科目 外科系歯科学Ⅱ 1 必修 5 100 1 100

専門教育科目 歯科放射線学 1 必修 4 100 1 100

科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目
能力・技能 総合的な力

(2) (3)(1) (2) (3) (4) (5) (6) (4) (5)(7) (8)

別紙３

(1) (2) (3)(9) (1)



口腔保健学プログラム　評価項目と授業科目との関係
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知識・理解

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目
能力・技能 総合的な力

(2) (3)(1) (2) (3) (4) (5) (6) (4) (5)(7) (8)

別紙３

(1) (2) (3)(9) (1)



口腔保健学プログラム　評価項目と授業科目との関係
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知識・理解

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目
能力・技能 総合的な力

(2) (3)(1) (2) (3) (4) (5) (6) (4) (5)(7) (8)

別紙３

(1) (2) (3)(9) (1)

専門教育科目 スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 必修 5 100 1 100

専門教育科目 歯科臨床教育学 1 選択 6 100 1 100

専門教育科目 災害医療・歯科法医学 1 必修 6 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 口腔保健学臨床・臨地実習 20 必修 6-8 50 1 50 1 100

専門教育科目 口腔保健管理学臨床実習 5 選択 7,8 100 1 100

専門教育科目 卒業研究 3 必修 6-8 100 1 100

専門教育科目 リサーチスタートアップ 1 必修 4 100 1 100

専門教育科目 実践専門英語 2 必修 5 70 1 30 1 100



別紙４
口腔保健学プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大学教育基礎科目（◎） 情報・データサイエンス科目（◎） 平和科目（◎）

情報・データサイエンス科目（◎） 領域科目（◎）

領域科目（◎） 健康スポーツ科目（◎）

健康スポーツ科目（◎） 基盤科目（◎）

基盤科目（◎）

外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 実践専門英語（◎）

医療倫理学（◎） チーム医療学（◎） 災害医療・歯科法医学（◎）

口腔保健学概論（◎） チーム医療学（◎） 災害医療・歯科法医学（◎）

歯の形態学（◎） 社会歯科学（◎） 社会福祉学（◎）

口腔科学基礎（◎） 衛生学・公衆衛生学（◎） 災害医療・歯科法医学（◎）

歯の形態学実習（◎）

衛生行政（◎）

解剖学・口腔解剖学（◎） 生理学・口腔生理学（◎） 口腔科学基礎（◎） 基礎オーラルサイエンス実習（◎） 総合医科学（◎）

組織学・口腔組織学（◎）

微生物学・口腔微生物学（◎）

免疫学（◎）

基礎栄養生化学（◎）

病理学・口腔病理学（◎） 総合医科学（◎）

災害医療・歯科法医学（◎）

口腔保健学臨床概論（◎） 薬理学・歯科薬理学（◎） 口腔衛生学（◎） 臨床心理学（◎） リハビリテーション概論（◎）

臨床歯科学概論（◎） 歯科材料学（◎） 歯冠修復保健工学Ⅰ（◎） 発達期系歯科学(歯科矯正学)（◎） 災害医療・歯科法医学（◎）

口腔保健管理学実習Ⅰ（◎） 保存系歯科学(歯内療法学)（◎） 発達期系歯科学(小児歯科学)（◎）

看護学Ⅰ（◎） 保存系歯科学(歯周病学)（◎） 歯冠修復保健工学Ⅱ（◎）

歯科放射線学（◎） 外科系歯科学Ⅰ（◎）

歯科麻酔学（◎） 外科系歯科学Ⅱ（◎）

看護学ⅡA（◎） 障害者歯科学（◎）

看護学ⅡB（◎） 成人・高齢者歯科学（◎）

歯科医療管理学示説Ａ（◎）

歯科医療安全学（◎）

スポーツ歯科・顎関節症保健学（◎）

口腔保健教育学（◎） 学校歯科保健教育論（◎）

看護学Ⅲ（△）

小児科学（△）

精神科学（△）

精神保健学（△）

歯の形態学実習（◎） 対人コミュニケーション論（◎） 口腔保健行動学実習Ⅴ（◎）

口腔保健管理学実習Ⅱ（◎） 医療コミュニケーション基礎論（◎） 口腔保健行動学実習Ⅵ（◎）

口腔保健行動学実習Ⅱ（◎） 実践専門英語（◎）

口腔保健行動学実習Ⅲ（◎）

口腔保健行動学実習Ⅳ（◎）

口腔保健管理学実習Ⅲ（◎）

歯の形態学実習（◎） 衛生学・口腔衛生学実習（◎） 基礎看護学臨床実習（養護教諭）（△）

社会歯科学（◎）

医療情報処理学（◎）

歯の形態学実習（◎） 基礎オーラルサイエンス実習（◎） 歯科医療安全学（◎） チーム歯科医療学実習Ⅳ（◎） 口腔保健学臨床・臨地実習（◎） 口腔保健学臨床・臨地実習（◎）

基礎栄養生化学（◎） 衛生学・口腔衛生学実習（◎） 口腔保健行動学実習Ⅴ（◎） チーム歯科医療学実習Ⅴ（◎）

チーム歯科医療学実習Ⅰ（◎） 栄養指導学演習(食品学を含む。)（◎） 口腔保健管理学実習Ⅴ（◎） 口腔保健カウンセリング実習（◎）

チーム歯科医療学実習Ⅱ（◎） 口腔保健管理学実習Ⅵ（◎） 口腔リハビリテーション学実習Ⅰ（◎）

口腔保健行動学実習Ⅱ（◎） 摂食・嚥下リハビリテーション学（◎） 口腔リハビリテーション学実習Ⅱ（◎）

口腔保健行動学実習Ⅳ（◎） 口腔保健学臨床・臨地実習（◎）

口腔保健管理学実習Ⅳ（◎）

リサーチスタートアップ（◎）

口腔保健行動学実習Ⅰ（◎） 歯科臨床教育学（△）

看護学演習（△） 看護学Ⅲ（△） 健康相談（△）

養護概説（△） 学校保健演習Ⅰ（△）

学校保健演習Ⅱ（△）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

チーム歯科医療学実習Ⅰ（◎） チーム歯科医療学実習Ⅱ（◎） チーム歯科医療学実習Ⅲ（◎） チーム歯科医療学実習Ⅳ（◎） 口腔保健学臨床・臨地実習（◎） 口腔保健学臨床・臨地実習（◎）

チーム歯科医療学実習Ⅴ（◎） 口腔保健管理学臨床実習（△） 口腔保健管理学臨床実習（△）

基礎看護学臨床実習（養護教諭）（△）

口腔保健学臨床・臨地実習（◎）

学校保健演習Ⅰ（△）

学校保健演習Ⅱ（△）

（例） 教養教育科目 専門基礎科目 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

評価項目

学習の成果

疾病の成り立ち及び回復過程の
促進に関する知識・理解

歯科衛生士専門分野（歯科予防
処置，歯科診療補助，歯科保健

指導）に関する知識・理解

４年２年 ３年１年

知
識
・
理
解

人文科学や自然科学などの一般
教養に関する知識・理解

外国語と外国文化に関する知識・
理解

医の原則に関する知識・理解

歯科医療従事者としての基本的
な態度に関する知識・理解

人の全身，歯，口腔の構造と機能
に関する知識・理解

歯・口腔の健康と予防に関わる人
間と社会の仕組みに関する知識・
理解

学校保健に関する知識・理解

学校保健活動を行う基本としての
総合的な力

情報を取捨選択し，論理的に整
理し，発信する能力・技能

歯科衛生士専門分野（歯科予防
処置，歯科診療補助，歯科保健
指導）を実践するために必要な能

力と基本的技能

総
合
的
な
力

歯科医療従事者として活動し，生
涯にわたり学習する総合的な力

チーム歯科医療としての歯科予
防処置，歯科診療補助，歯科保
健指導を行う基本としての総合的
な力

口腔保健学に関する問題発見と
研究の計画立案・推進・結果分
析・結果発表を行う能力と基本的
技能

学校保健に携わるために必要な
知的能力と基本的技能

能
力
・
技
能

歯科医療従事者としてコミュニ
ケーションを行う能力・技能



令和3年4月1日現在

メールアドレスは末尾に

@hiroshima-u.ac.jpを追加する。

氏名 職名 担当・講座名称 メールアドレス

太田　耕司 教授 公衆口腔保健学 otkoujI

重石　英生 講師 公衆口腔保健学 shige

前原　朝子 助教 公衆口腔保健学 tmaehara

兼保　佳乃 助教 公衆口腔保健学 yoshi-kane

内藤　真理子 教授 口腔保健疫学 naitom

西村　瑠美 助教 口腔保健疫学 r-nishimura

竹本　俊伸 教授 口腔保健管理学 takefn

松本　厚枝 講師 口腔保健管理学 atu

仁井谷　善恵 助教 口腔保健管理学 kakiura

口腔保健学プログラム担当教員リスト


